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第 4 章は，客観指標としての施設密度と利用者の主観的な距離評価との関係から 施設配置の基礎
的な判断基準を設定するために，利用距離と距離評価との関係および利用者の総満足率と施設密度の
関係を求めて，施設の配置パターンが施設数の決定に密接な関係をもつこと，とくにある総満足率を
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達成するためには，ランダム分布は等間隔分布にくらべて数倍の施設密度を必要とすることなどを明
らかにしている。
第 5 章は，配置計画の方法について論じたもので，まず距離に対する満足率や地域利用率を評価基
準として，人口密度分布のメッシュデータを用い電算機によって遂次，適正配置を求める手法(走査
法)について述べている。この方法によると，メッシュごとに施設配置の効果を評価できるのでメッ
シュに優先順位をつけることが可能で、ある。また，最適値問題の手法を用いて，経済性を考慮しなが
ら施設の位置を決定する二つの方法についても論じている。
結語は，本論文で明らかになった主要な事項をまとめたものである D
論文の審査結果の要旨
本論文は，地域社会に必要な各種の施設を適正に配置するための方法を，主として利用性の観点か
ら実測調査と理論モデルにより論じたもので，その成果を要約すると次の通りである口
まず\地域施設の空間的分布形態を客観的に判定するための手法として Spacing 法を提案し，さら
に施設問の相互作用という概念を導入して 異なる三つの分布パターンを統一的に表現するモデルを
設定している。
つづいて，各種の分布型が利用者からどのように評価されるかを検討し，利用者の満足率を高める
ためには，どのような施設分布がもっとも有効で、あるかを数量的に明らかにしている。
さらに，経済性を考慮に入れて施設配置を最適化する方法を論じ，人口密度分布が均一でないとい
う現実的な条件のもとに適正配置を求めるための手法を提案し，その実用性を確かめている。
以上のように，本研究は地域施設体系の計画に関する新しい理論と手法を開発したものであり，そ
の成果は建築計画学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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